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せきの風邪、おなかの風邪（感染性胃腸炎）がはやりやすい時期になってきました。年末年始であわただしい時期と重なりますが、「備えあれば、 

憂いなし」。規則正しい生活で体を守り、予防接種や手洗い・うがいで風邪を予防しましょう。 

秋から冬はRSウイルス感染症が流行しやすい季節です。RSウイルスは 

身近なウイルスで、免疫のある大人にはごく軽い風邪ですが、初めてかかる

子ども、特に6か月未満の赤ちゃんでは症状が重くなります。家族全員で予防

しましょう。 

 インフルエンザの予防接種が始まりました 

今シーズンはインフルエンザの流行が懸念されています。 

インフルエンザへの感染や、かかってしまった時の重症化を予防する

ために、予防接種をする事が重要です。 

＜特性＞ 

感染した場合に肺炎や脳炎などの合併症を防ぐ重症化防止効果があ

ります。 

＜１２歳までの子どもは２回の接種が必要＞ 

小さな子どもは免疫がつきにくいため、２回の接種が必要です。効果を

十分に上げるためには、１回目の接種と２回目の接種の間は４週間あ

けるのが望ましいと言われています。 

＜効果が十分に出るのは２回目接種から約２週間＞ 

乳幼児は有効な免疫ができるのに２回目接種から２週間かかります。 

＜効果は約５か月持続する＞ 

インフルエンザの予防接種の効果は、約５か月です。 

ウイルスは、感染している人の

咳やくしゃみ、会話の際のしぶ

き（飛沫）と共に飛び散ります。

また、唾液や鼻水の中にも多く

存在しています。ウイルスを含

むしぶきを吸い込んだり、ウイ

ルスのついた手を介して目や

鼻、口からウイルスが体内に

入ったりする事で感染します。 

蔓延する新型コロナにより、「コロナ」への恐怖が注目されているか

と思います。しかし、忘れてはいけないのがコロナ以外にも多くの感

染症が存在するという事です。 

冬に流行する感染症は、「インフルエンザ」「RSウイルス感染症」 

「ノロウイルス・ロタウイルス」「溶連菌感染症」です。 

コロナ対策もしながら、他の感染症にも十分気をつけ、 

子どもたちの健康を守って行きましょう。 

＜なぞなぞクイズ＞ 

①つめたくって しろくて すごくおおきな  

     まくらはな-んだ？ 

②サンタさんは ピンク 黄色 赤  

     どの色の花が好きかな？ 

 

＜先月の答え＞①どんぐり ②なし 






